
14 去勢肥育豚における飼料の夜間制限給餌の効果

肥育豚において、夜間の飼料制限給与により、増体量はやや低下するものの飼料摂取
量が減少し、飼料要求率が改善しました。去勢と雌の別飼いで実施することで飼料費削
減効果が高く、粗利益の増加が見込まれることが示唆されました。

【研究内容・成果】【研究の背景】

【技術の活用方法・期待される効果】

（担当室・連絡先）
畜産酪農研究センター 養豚研究室・0287-36-0428

・近年、配合飼料価格の高止まりにより
養豚経営の生産費が増加し、所得率の
低下が課題となっています。

・発育を維持しつつ飼料費を削減できる
効率的な飼養管理技術の確立が求めら
れています。

・去勢と雌を別飼いとしたときに効果
が見込まれます。

・飼料費を削減でき、枝肉成績を大き
く低下させずに粗利益の向上が期待
できると考えられます。

研究課題名：肥育豚の生産費を削減する飼養管理技術の確立

・夜間に飼料を制限しても、枝肉成績は大
きく低下せず、飼料費が削減できること
により、粗利益は向上しました。
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